
剖iを細めて洗街lに対する影響と沈 Fに対する抵抗を少なくする

方法を と っているが， これはむしろ少ない例で，上部まで問一

太さにしたものが一般的である。 上部にはふたをしてその上に

1橋脚， 橋台，岸壁，建築物，その他のものを建造するが，ふた

は井筒l躯体とー休にコ γ クリ ート を打ったもの， または縁を切

るが，図ーl の例のように躯体にまでilli してつなき.の鉄筋を入れ

たものもある。つぎに所定の地盤までの沈下が終ると，刃口付近

にはj写 1 m ないし 1.5m くらいの底コソグリートを打つが，そ

のうち半分くらいの厚さは水中コン F リートで施工し，あと半

分くらいは中の水を吸出して普通コンクリート を施工する。そ

の上部の射体内部は， 古いものはコン F リートまたは砂を詰め

たものもあるが， 最近のは中空のものが多い。しかし底コ γ ク

リートを施工せず，ただ全体にわたって砂を詰めたものもある。

複線橋脚などに用いられる井筒は大断面とな り ， 完全な中空

とすると外圧に対して弱いので中央に隔壁を設けたり，または

図ー2 のように橋脚を鳥居型として，小内径の井筒 2 基をならべ

て沈下する場

合もある。

次t;:J下簡の

支持カについ

ては，底面の

支持力と周辺

と土との問の ... 11.w.L 
摩擦抵抗によ 可ー

っ て，上剖iか

らくる荷量を

支持すると考

え，これに浮 帥

カが働くわけ

であるが， 安

全側となるの

で無視する場

合も多い。井

筒の長さは荷 4.7.JJ 

Eの大小によ って定まるが， 緩いもので 7-8m から普通 20m

以内くらいであるが，長いものでは 40 m を越えるものもある。

2 用 途井筒はどんなところに用いられるかというと ，

基礎地質が不良で，普通の基礎では十分な支持力を得られず，

Jぷい摩擦力による支持商績を得ょうとするとき，また固い地盤

まで到達するのに杭では施工困難な場合などである。河川など

では，他の工法では洗掘に対し十分安全な艇休の糠入を得るこ

とができない場合に井筒基礎を用いる。

3 施 工陸上に下げる場合は，地ならしをしてそのま

ますえ付ければよいが， 河中に下げる場合は，まず矢板， γ ー

トパイル， 土俵などを周辺に用L、，内部は砂または土砂を詰め

て河中に島(築島と いう)をつくり ， その上に型枠(わりを組み

第 1 回目の井筒コンクリ ー トを施工する。井筒は全長を一度に

施工するものでなく，幾っかに分け ， 1 回の長さ 2.5 -4m く ら

いに区初って施工する。コ γp リートの硬化を待って施工後 2

-3 日経っと型枠をはずし， 井筒の内部を捌って沈下するので

あるが， 最初17."のないうちは人が入って掘り，沈下もほとんど

自置で沈下する。多少水がででもポソプでくみ出しながら入力

で掘るが， 一般には河中に下げるので，まもなくわき水が多く ，

人が入って掘ることはできなくなるので， 図ー3 のよ 5 にデリッ

??νーソを用い，オレジピー ノレ ， グラブパケット， ?ラム γ

エルなどの掘商11滋械を用いて水中領lを行う。沈下は次第に深〈

なるにつれて周辺月幹線カが大き く なり，

Eまを掘っても沈下しなくなるので上端に

古レール，土俵，または水憎を置いて水

をのせたりして沈下していく。写J'J;Iì.コ

γP リート施工中の井筒と術開l用デリ ッ

ククレーンである。すえ付の方法は，上

記は築烏の渇合であるが，他に陸上で井

筒の第 1 回目のコソクリートを打ってお

いて舟 2 そうにまたがってやぐらを組み，

これで勺り下げて運んだもの，底を!lli<っ

て河中に浮かして迩んだもの， 第 1 回目

は鉄板枠を二

重にし ， これ

を沈めてコ Y

F リート を打

込み壁とし，

第 2 回目から

普通コ ソク リ

ー トで打上っ

たものなど極

主主ある。 また

沈下工法も上

記は一般的な

いっていくい

3. デリッククレ­

Yを周いて井筒を

沈下させる図

ものであるが， 井筒沈下作業(ガットメル使用)

他にも送気式，注水式などの方法がある。送気式はあらかじめ

井筒の壁休中にパイプを経!め込んでおき ， これに圧給空気を送

ると周辺と土との間の摩擦抵抗が部分的に破られるので，井簡

は自重によって沈下する。また注水式は事前に注水府のパイプ

を壁体に埋込んでおくことは，送気式と問機であるが，そのほ

か井筒外壁にも水が通れるようにみぞをつけておき，パイプか

ら高圧水を送ることによ って， 壁外周と土との摩擦抵抗が部分

的に破られ沈下するものである。いずれの場合も先に掘越しを

しておくこと，および沈下終了後はパイプはモノレタノレ注入によ

って思めることは同様である。こうして沈下された井簡は設計

荷重またはそれ以上の荷重によって，または直接地盤に特殊装

置によって獄荷試験を行い，支持力を確認して，さしっかえな

ければ底コンクリートまたは中埋砂を施工し，蓑コンクリート

を施工して施工を終了する。

井簡は施工の状態，地質， 埋設物などによって傾斜すること

もあり，その矯(きょう)正には苦心すると ころである。だいた

い過去の例では，施工完了後の備位は 5cm-30cm くらいの範

閣のものが多い。(尾崎野)

い っ ていくいきないりょこうのりょひ 一定区域内旅行の

旅費 日常;の勤務自体が旅行を伴なうものであり ，その作業す

る場所すなわち旅行先がたえず移動する職員の旅行の古賀段。こ

れらの職員は旅行すること 自体が自己の勤務であり ， かつ目的

りであるので笑設の必要を認められないために と くに日当支給

制限が行われている。この旅費l主特定の車虫歯(手殺の験にある

者の大部分)にある者が 一定区域内旅行の旅費定額

特定の区威内(自分の受

持作業区成の純閤内でと

くに定めた区域内)を旅

行した局合の旅費であっ

て，宿泊を条件として翌

日の目当を支給する。ただし，翌日の目当も 11 時以後にわた

った湯合でなければ支給しない。(背木秀夫)
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